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問合せ先　地域子育て支援センター　☎㉗２２００

　あじさいが鮮やかに色づきはじめ、梅雨の季節にな

りました。うっとうしい雨の日が多くなりますが、晴

れた日の青空は爽やかな気持ちにさせてくれます。ま

た、この時期は湿度が高く蒸し暑い日が続くので汗を

かく量も増えます。暑い日には帽子をかぶったり衣服

の調節や水分補給などを心がけ、健康に過ごせるよう

にしていきましょう。どうぞ、子育て支援センターに

も遊びに来てくださいね。

鯉 の ぼ り 製 作
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１日(月)　　親子で楽しいリズム遊び

　　　　　　講師：宮川幸子先生

２日(火)　　七夕笹飾り製作

３日(水)　　七夕笹飾り製作

５日(金)　　七夕のお話

６日(土)　　開館日“これば！”大型遊具で遊ぼう

　　　　　　場所：市民スポーツセンター

８日(月)　　体育館で遊ぼう　９:30～11:00

　　　　　　場所：市民スポーツセンター

10日(水)　　プール遊び開始　

12日(金)　　子育て講話　＊午後閉館(清掃・消毒)

19日(金)　　誕生会　10:30～

20日(土)　　開館日

22日(月)　　発育測定・育児相談　９:00～11:00

　　　　　　保健師・栄養士来所

26日(金)　　＊午後閉館(清掃・消毒)

予定が変更になる場合があります。

詳細は、支援センターまでお問い合わせください。
フ ロ ア ー の 様 子

誕 生 会 体 育 館 で 遊 ぼ う	

４/30　下田市役所河内庁舎開庁式　

　新庁舎の一部先行オープンに合わせて、下田高校生

徒、稲生沢小学校児童と一緒にテープカットを行い、

新庁舎での業務がスタートしました。地域に親しま

れる庁舎を目指し引き続き新築棟の整備を進めます。

５月の
できごと

      ４日　 下田をきれいにする日

　  10 日　 上智大稲梓小国際交流事業

   　 12 日　 黒船アクアスロン

   　 12 日　 消防団規律訓練 　　

   　             　 13 日　　台北メトロ ・ 伊豆急ホールディングス友好協定締結式

  17 ～ 19 日　　黒船祭

　        22 日　  寿大学開校式

　        26 日　　県知事選挙

５/１　地域おこし協力隊委嘱状交付

　５月１日付けで、須藤航太さん（スポーツ振興）、鈴

木和隆さん（情報発信）、髙橋真希さん（観光客誘客促

進）の、合計３名の地域おこし協力隊員を採用しました。

今後、それぞれの分野での活躍が期待されます。

５/10　上智大稲梓小国際交流事業　

　昨年連携協定を結んだ上智大学の留学生９名が稲梓

小学校を訪れ、５、６年生との交流を行いました。児童

たちは元気よく英語で自己紹介や質問をし、スイスやア

ゼルバイジャンなど多くの国の話を聞き交流しました。

５/10　稚鮎放流事業

　稲生沢川河川敷にて、天然鮎の遡上回復と豊漁を願う稚鮎

の放流が行われ、稲生沢小学校の２年生が参加しました。河

津建設 (株 )様にご協力をいただき、稲生沢川漁協組合員の

皆さんと一緒に約 20,000 匹の鮎を稲生沢川に放流しました。

５/12　消防団規律訓練　

　下田小学校グラウンドにて消防団の規律訓練が行わ

れました。団員 100 名に対し、自衛隊員６名、指導員

12 名による停止間と行進間の訓練が行われ、最初は

ぎこちなかった動きも徐々に洗練されていきました。

５/12　第２回黒船アクアスロン

　まどが浜海遊公園において、黒船祭協賛行事「黒船ア

クアスロン」が開催されました。アクアスロンはスイム

とランを続けて行う非常に過酷な競技で、参加者は県内

外から約 100 名。参加者全員が全力で競い合いました。
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